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１．�人工市場研究のこれまでとその重
要性

⑴　金融市場の制度設計の重要性と難しさ
人類はお金と物の交換を高度に行い協力し合う

ことにより、他の動物を凌駕して文明を築いたと

言っても過言ではないだろう。金融市場は株式や

債券といった抽象的なものと現金を交換すること

により、多くの人が投資に参加するという更に高

度な協力関係を可能とする場所である。あらゆる

産業は価値を創造するのにまず投資が必要であ

り、それを可能とした金融市場は、人類の発展に

必要不可欠な存在であることは明らかであろ

う（注１）。

ゲーム理論を駆使した経済学の大家である

McMillan［2002］は、これまで人類が作ってき

た様々な市場を分析した上で、「市場はそれがう

まく設計されたときにのみ、うまく機能する」と

述べた。つまり、市場は規制やルールをうまく設

計できなければ機能しないため、いかにうまく設

計するかが重要である。しかし一方で、「市場は、

少なくとも物理学者や生物学者が研究してきたシ

ステムと同じくらい複雑で高度なシステムであ

る」と結論付けた。つまり金融市場においては、

マクロ現象はミクロ現象の単純な和となっていな

い。構成要素である市場参加者の単純な総和が価

１．人工市場研究のこれまでとその重要性
２．人工市場の適切な複雑さと長所・短所

３．研究事例：呼び値の刻みの適正化
４．まとめ

目 次

　本稿では金融市場の制度設計の重要性と難しさを説明した後、他の社会システムの分野では、複雑系システム
を取り扱えるエージェント・ベースド・モデルが欠かすことのできない手法として使われていることを述べる。
そして、金融市場のエージェント・ベースド・モデルである人工市場も、制度設計の議論に使われ始めたことを
紹介した後、具体的な研究事例として、呼び値の刻みの適正化を調べた研究を紹介する。
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